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背景にあるテクトニクス 

2 （Angelier, 1986; 瀬野, 1994） 

プレート運動による歪みは，その半分が台湾陸域の西部山麓帯と台東縦谷の活動
で解消され，残りの半分は東海岸南部沖の地震活動で解消される（瀬野, 1994）．
2016年2月6日の地震は，西部山麓帯の台南地域で発生した．  



今回の地震の震源断層 
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台湾中央気象局が決めた今回の地震の震源（破壊開始点; 深さ16.7km）と翌
日までの大きめの余震，及びKikuchi and Kanamoriの方法による点震源解析
で得られたメカニズム解に基づいて，黒四角の震源断層を設定した．  



震源インバージョンの結果 
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遠地実体波をデータと
してKikuchi and 
Kanamoriの方法によ
り震源インバージョン
を行った．その結果，
Mw（モーメントマグニ
チュード）6.4の震源過
程モデルが得られた．
断層破壊の進展は台
南市に向かう方向が
優勢である． 
 



主な被害（内務省消防庁による）  

5 

最終（2月14日）的に 
1.の22名→114名に 
その結果， 
合計の24名→116名に 



16階建て維冠金龍大楼が完全な倒壊 
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1. Mw 6.4，深さ16.7km，震央距離40kmにしてはひどい被害． 
2. 周りの建物は大丈夫そうに見える． 

この高層建物だけの問題（施工不良，手抜き工事など）か？ 



ホテルから倒壊現場まで1時間半歩いてみたが 

7 



P-alertシステムのデータが公開（翌日？） 
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W21B観測点での速度波形を見ると，その東西成分に
振幅が100 cm/sに近い長周期パルスが現れている．
波形全体のフーリエスペクトルからは，長周期パルスが
1秒から4秒程度の卓越周期であることがわかる．一方，
倒壊して100名以上の死者を出した建物は16階建てで
あるから，換算式T=(0.049～0.082)N（N は階数; 日本
建築学会, 2000）より固有周期は0.8から1.3秒程度で
あり，手抜き工事などで長周期化している可能性を考え
れば，このパルスが大きな影響を与えたであろう．  



長周期パルスの成因 (1) 

9 

国立中央大・馬國鳳教授のチームの説． 



長周期パルスの成因 (2) 

10 神戸やネパールでも似た現象が起きていた． 



神戸の場合（横ずれ断層） 

11 

神戸で起こってい
た現象の説明．
ディレクティビティ
効果と呼ばれて
いる． 



ネパールの場合（低角逆断層） 

12 



確かに長周期パルスは破壊伝播方向に出ている 

13 

ただし，パルスが顕著
なのは走向に直交する
成分（南北）ではなく，
東西成分である，という
課題がまだ残っている． 



なんとか1枚断層で課題が解決できないかとジョイ
ントインバージョンしてみました． 

14 



6割程度は合うようになってきたが 

15 



スナップショット，余震との比較 

16 
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http://taro.eri.u-tokyo.ac.jp/saigai/2016taiwan/ 
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